
　昭和40年、白羽地区にある宗心寺の東側に農

道をつくる際、削った山の斜面から竪穴式住居

跡が発見されました。その住居跡からは、弥生

時代中期末(約２千年前)の白岩式土器と呼ばれ

るつぼやかめが出土しました。

　新谷遺跡のすぐ近くには、清らな地下水が湧

き出す泉があり、昭和初期までは、その湧き水

の流れに沿って水田がありました。生活の場と

きれいな水が近くにあること、弥生時代には稲

作が始まっていたということから、同遺跡周辺

でも水田耕作が営まれていたと予想されます。

　白羽地区には、新谷遺跡のほかに８つの遺跡

があります。御前崎町史の「原始時代」を執筆

した静岡県考古学会副会長の佐藤達雄氏は「台

地の上に遺跡が立地していることから、水田耕

作のほかに畑作も営まれていた可能性がある」

と考察しています。新谷遺跡
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▼出土品：つぼ型土器の口縁部 ▼出土品：つぼ型土器の胴と底部

▼現在の遺跡の状況

細野大臣に要請する石原市長(中央は小山展弘衆議院議員)
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